
憮
憚
諄
轟
骰

眩

痣

鶉

躙

隆

洟

昨
年
１１
月
５
日
、
本
学
に
お
い
て
第

２
回
長
野
市

。
清
泉
女
学
院
大
学
お
よ

び
清
泉
女
学
院
短
期
大
学
連
携
協
議
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
長
野
市
と
の
連

携
協
定
締
結

（平
成
２‐
年
３
月
）
以
降
、

１
年
間
の
連
携
事
業
成
果
の
報
告
と
新

し

い
連
携
事
業

の
提
案
を
目
的
と
す
る

も

の
で
、
長
野
市
か
ら
は
酒
井
副
市
長
、

企
画
政
策
部
長
は
じ
め
１４
名
、
清
泉
女

学
院
か
ら
は
学
長

・
副
学
長
は
じ
め
１３

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

２２
年
度
連
携
事
業
実
績
と
し
て
は
、

「公
立
保
育
所
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

事
業
」
「心
の
教
育
推
進

（中
間
教
室
と

「
学
習
チ

ュ
ー
タ
ー
」
「
長
野
市
小
学
校

英
語
活
動
拠
点
校
支
援
事
業
」
「教
育
臨

床
演
習
事
業
」
な
ど
、
保
育

・
教
育
に

関
わ
る
事
業
が
重
点
的
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
長
野
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る

「清
泉
女
学
院
生
涯
学

習
講
座
」
や
公
民
館
に
お
け
る

「出
張

講
座
」
な
ど
、
市
民
に
対
す
る
よ
り
高

度
な
生
涯
学
習
機
会
の
提
供
等
も
、
本

学
の
重
要
な
地
域
貢
献
事
業
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

長
野
市
か
ら
は
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

に
関
し
て
の
提
案
、
「
ふ
る
さ
と
応
援

基
金
」
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後

に
今
後
連
携
を
希
望
す
る
事
業
と
し
て
、

「男
女
共
同
参
画
啓
発
講
座
の
開
催
」
が

提
案
さ
れ
、
学
生
の
社
会
人
基
礎
力
育

成
の

一
環
と
し
て
、
ま
た
キ
ャ
リ
ア
形

成
の
取
り
組
み
と
し
て
講
座
開
催
を
検

討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
長
野
市
と
連
携
を
強
化
し
、

本
学
の
地
域
貢
献
活
動
を
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「ラ
ラ
、
歌
は
流
れ
る

中
山
董
玉
菫
書

昨
年
■
月
２６
日
、
第
２
回

「
地
域
映

画
上
映
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

参力口者に好評だった中村先生の解説

上
映
し
た
作
品
は

「
ラ
ラ
、
歌
は
流
れ

る
　
中
山
晋
平
物
語
」
。
当
映
画
に
も
出

演
し
た
国
際

ｏ
ｏ
Ｂ
科

・
中
村
洋

一
先

生
が
、
中
山
晋
平
の
日
本
音
楽
史
に
お

け
る
功
罪
に
つ
い
て
楽
し
く
、
分
か
り

や
す
く
解
説
し
、
参
加
し
た
市
民
７０
名

の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
感
謝
の
言
葉
が
述

べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

作
品
中
に
歌
が
流
れ
る
と
、
自
然
と

合
唱
に
な
る
場
面
も
。
中
野
市
出
身

の

音
楽
家

・
中
山
晋
平
の
生
涯
を
て
い
ね

い
に
描

い
た
、
ま
さ
に
地
域
の
歴
史
と

人
物
を
学
ぶ
上
映
会
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
２‐
年
度
に
始
ま

っ
た
こ
の
上
映

会
は
、
生
涯
学
習
の
枠
を
広
げ
、
地
域

の
方
々
に
本
学
の
様
子
を
知

っ
て
い
た

だ
く
良

い
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
第
１

回
は
長
野
県
出
身

・
坂
田
雅
子
監
督
の

「花
は
ど
こ
へ
行

っ
た
」
を
上
映
し
、
や

は
り
７０
名
近

い
方

々
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
も
長
野
県
の
先
人
た
ち
、
歴

史
的
で
き
ご
と
、
県
出
身
監
督
の
作
品

な
ど
を
中
心
に
継
続
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

■公開講座 会場は生涯学習センター (トイーゴ)、 *は長野ロキシー

講座名 担当者名 期 日

「気になる子Jに対するポジティブな支援 田中秀明 5月 28日

故事成語第二弾 張 淑華 5月 28日
*第 13回映画を読む 乏山 豊 6月 4日

民話 神話 笑話で中国語を習おう第二弾 張 淑華 6月 4日

高齢者と上手につき合うためのヒント

ー高齢者の心理と行動を理解する一
田中秀明 6月 11日

ムーランの詩 (木蘭詩) 王 秋菊
6月 11日

6月 ]8日

遠藤周作『黄色い人』を読む 古橋昌尚 6月 ]8日

美術検定対策講座 山貝征典

6月 25日
8月 20日

10月 22日

話 し方を磨 く～言葉づかいと人間関係～ 林   勇 6月 25日

芭蕉 蕪村 ―茶の世界 玉城  司 7月 2日

アメリカ音楽のルーツよ? 中村洋一 7月 2日

韓国 朝鮮文学を味わ う 富岡聖子
9月 24日
0月  1日

テス トは必要か ? 中村洋一 0月 22日

心をひきつける話し方 伝田亮文
月 5日
月 19日

マナー講座～日常のマナー ～ 高沢貴子
月 5日
月 19日

■春割 授業開放講座 4月 6日～7月 28日の該当する曜日 受講料各講座10,000円

授業名 担当者名 曜日 時 間

心
理
講
座

心の科学 寺門正顕 月 1355～ 1525

文化と心理学 田村俊輔 中澤保生 大 900～ 1030

生理心理学 寺門正顕 大 1255～ 1425

道徳性心理学 田村俊輔 木 1255～ 1425

言
語
講
座

Eng sh Pop cu ture 中村洋一 月 900～ ]030

子どもと英語 渡遍時夫 水 1435～ ]605

英語基礎Ⅳ 田村亮子 木 1255～ 1425

教
養
講
座

総合講座 芝山 豊 月 1355～ 1525

音楽の世界 A 高橋正道 水 900～ 1030

文化人類学 小泉真理 火 1040～ 1210

異文化理解 室井美稚子 月 1355～ 1525

英米児童文学 室井美稚子 水 1040～ 12 0

ウェブデザインI(ウ エブデザイン珊 江尻正一 大 040～ 12 0

人間学a 占橋昌尚 水 040～ 12 0

人間学 b 田村亮子 水 040～ 12 0

文化共生論 芝山 豊 水 255～ 1425

企業論 倉科壽男 木 040～ 1210

アメ リカ文化研究 占橋昌尚 木 1255～ 1425

女 と男の文芸論 玉城  司 金 1040～ 1210

アメ リカ地域研究 ベネデイクト ショナサン 金 900～ 1030

情華反処理 I   クラスA
クラスB

吉本道隆
金 1255～ 1425

木 14135～ 1605
■語学講座  5月 10日～7月 21日の該当する曜日

講座名 担当者名 曜日 時間

中国語 張 淑華 火 900～ 1030

スペイン語 マチヤド ジヨリレダンカ 水 040～ 12 10

八ングル中 上級 富岡聖子 水 435～ 1605

イタ リア語初級 斉藤 寛海 木 435～ 16:05

中国語中級 王 秋菊 木 4135～ 16105

■資格対策講座

検定名 期日

日本語検定 (3級 ) 5/14

カラーコーデイネーター (3級 ) 9/10 17、  10/1  15 22 29、  11/5

ファイリングデザイナー (3級 ) 1フ12/1 3 8

誰
で
も
勉
強
で
き
る
生
涯
学
習
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
会

「学
び
た
い
」
と
い
う
欲
求
は
、
年
齢
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
本
学
で
は
、
授
業

開
放
講
座
を
は
じ
め
公
開
講
座
な
ど
生
涯
学
習
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
地
域
の
方
々
に

提
供
し
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
方
法
や
締
め
切
り
、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
、
受
講
料
な
ど
詳

細
に
つ
い
て
は
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



鰈
鰤
顆
鰤
蝙
吻
鞣
写
鰤
ン
腑
慇
鍼

炒
卜
蜃
量
は
レ
ト
沐
暮
ツ

罐
響
祗
蓼
は
プ
⑪
警
』
嚢
凸
徘

昨
年
１２
月
１８
日
、
本
学
を
会
場
と
し

て
、
「
第
１
回

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
フ
ロ
ア

ホ
ッ
ケ
ー
交
流
会
」
（日
本
フ
ロ
ア
ホ
ッ

ケ
ー
連
盟
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
．

「
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
社
会
の
実
現
を

目
指
す
」
と

い
う
大
会
の
趣
旨
通
り
、

障
害
の
有
無
や
年
齢
も
関
係
な
く
誰
で

も
参
加
で
き
、
長
野
市

・
上
田
市

・
坂

城
町
か
ら
小
学
校
４
校
、
特
別
支
援
学

校
１
校
、
信
州
大
学
、
本
学

（短
大
）、

一
般
か
ら
１
３
０
名
が
参
加
し
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
体
験
し

ま
し
た
。

当
日
は
本
学
の
幼
児
教
育
科
１３
名
、

国
際

，
日
科
３
名

の
学
生
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
務
め
、
司
会
、

コ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
、
準
備
体
操
な
ど
す
べ
て
の
部
署

で
大
会
運
営
を
支
え
ま
し
た
。

ま
た
、
幼
児
教
育
科
１
年
生
で
結
成

し
た

「
チ
ー
ム
清
泉
」
は
競
技
に
も
参

加
し
、
信
州
大
学
チ
ー
ム
と
対
戦
。
惜

し
く
も
敗
れ
ま
し
た
が
、
白
熱
し
た
試

合
を
展
開
し
ま
し
た
。
小
学
生
や
障
害

の
あ
る
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
フ
ロ
ア

ホ
ッ
ケ
ー
を
楽
し
む
体
験
は
、
大
変
貴

重
な
機
会
で
し
た
。
学
生
た
ち
は
、
日

標
に
向
か

っ
て
チ
ー
ム
で
働
く
力
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
り
協
力
し
て
成
し
遂
げ
る
力
な
ど
、

社
会
人
と
し
て
必
要
な
基
礎
力
を
学
ん

だ
こ
と
と
思
い
ま
す
。

Ａ
導
量
靡
藤
鬱
ン
テ
ィ
ア
饂

捩
燒

幼
児
教
育
科
１
年
　
小
原
は
る
か

同
１
年

池
田
　
彩
加

私
た
ち
は
、
妙
高
杉
ノ
原
ス
キ
ー
場

で
開
催
し
た
子
ど
も
の
ス
キ
ー
ス
ク
ー

ル

「
ミ
ッ
フ
ィ
ー
ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ
」

の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
体
験
を
通
し
て
、
指
導
員
は
子

ど
も
を
危
険
や
ケ
ガ
な
ど
か
ら
守
る
こ

子どもも大人も大熱戦 !

と
が

一
番
に
重
要
で
あ
る
こ
と
や
、
子

ど
も
に

一
か
ら
ス
キ
ー
を
教
え
る
大
変

さ
を
知
り
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
た

ち
の
や
る
気
を
高
め
る
よ
う
な
声
掛
け

が
大
切
な
こ
と
、
「
ス
キ
ー
が
楽
し

い
」

と
思

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
指
導
が
必

要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
で
は
、
自
分
か

ら
積
極
的
に
行
動
し
子
ど
も
と
関
わ

っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
分
か
り

ま
し
た
。
参
加
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

４
つ
り
鱚
鶉
洟
鬱
鍾

硫
颯
笏
鰺

今
年
度
、
国
際
交
流
運
営
委
員
会
で

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
、
韓
国
、

ア
メ
リ
カ
の
４
カ
国

へ
海
外
研
修
を
企

画
し
ま
し
た
。
計
４５
名
と
近
年
に
な
く

多
く
の
学
生
が
参
加
し
、
内
向
き
志
向 杉ノ原スキー場ボランティア

韓
国
で
の
海
外
研
修

の
若
者
が
多

い
と
さ
れ
る
な
か
、
本
学

で
は
海
外
に
対
す
る
興
味
は
高
ま

っ
て

き
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

海
外
研
修
を
通
し
て
訪
問
先

の
文
化

の
理
解
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
カ
や
行
動
力
も
高
ま
り
、

ひ
と
回
り
大
き
く
な

っ
て
帰

っ
て
く
る

学
生
を
見
て
、
こ
れ
か
ら
も
プ

ロ
グ
ラ

ム
を
充
実
さ
せ
て
、
よ
り
良

い
研
修
を

提
供
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

新
し
く
米

ハ
ワ
イ
州
の
カ
ピ
オ
ラ
ニ
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
と
も
学
術
協

定
を
結
び
ま
し
た
。
２
０
１
１
年
２
月

‐３
日
か
ら
２
週
間
、

２３
名
が
参
加
し
て

初
め
て
の
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

イ
ン
●
量
汗
鞣
鶴
鞣
鰺
隧
邸
饉

饉
飩
餃
閻人

間
学
部
３
年
　
土
屋
　
文
香

私
た
ち
Ｃ
Ｅ
Ｐ
６
Ｌ
ご
『』
∪
閤
〓
営
零

聟
ｏ日
ｏ一Φじ

は
、
年
に
２
回
地
域
に
住

む
外
国
の
方
を
招
き
、
学
生

・
地
域
の

方
に
異
文
化
体
験
を
し
て
も
ら
う

「
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
フ
エ
」
を
行

っ

て
い
ま
す
。

昨
年
１２
月
に
は
、
内

モ
ン
ゴ
ル
出
身

で
中
国
籍
の
ナ
ラ
ス
さ
ん
を
招
き
、
参

加
し
た
学
生
達
と

一
緒
に
中
国
料
理
の

肉
ま
ん
を
作
り
、
食
事
を
し
な
が
ら
モ

ン
ゴ
ル
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
き
ま
し

た
。
昨
年
７
月
に
は
ル
ー
マ
ニ
ア
出
身

の
方
を
招
き
ま
し
た
が
、
ど
ち
ら
の
国

も
環
境
や
文
化
に
違

い
が
あ
り
、
異
文

化
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者

の
中
に
は

「
も

っ
と
事
前
に

そ

の
国
を
調
べ
て
お
け
ば
よ
か

っ
た
」

な
ど
感
想
を
頂
く
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
フ
ェ
は
、
実

際
に
住
ん
で
い
た
方
の
話
を
通
し
て
外

国

へ
遊
び
に
行
く
よ
う
な
感
覚
を
持

つ

こ
と
が
で
き
、
新
し
い
発
見
が
得
ら
れ

る
良

い
機
会
だ
と
思
い
ま
し
た
。
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